
教 育 と 文 化

educat ion and cul ture

〜
人
間
ら
し
い
働
き
方
を
求
め
て
〜

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク

● 

問
合
先
　
企
画
政
策
課

男
女
協
働
推
進
係（
☎
㉓
２
１
１
５
）

　
最
近
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー

ク
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会

が
増
え
た
気
が
し
ま
す
。
日
本
語

で
は
『
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら

し
い
仕
事
』
と
訳
さ
れ
ま
す
が
、

わ
が
国
は
、
長
時
間
労
働
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
非
正
規
職
の
増
加
な

ど
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
後

進
国
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
『
労
働
条
件
を
悪
化
さ
せ
て

で
も
利
益
を
出
す
』
と
い
う
考
え

方
が
払ふ

っ

拭し
ょ
く

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や

『
長
時
間
労
働
や
転
勤
が
当
然
と

さ
れ
て
い
る
男
性
中
心
の
働
き
方

を
前
提
と
し
た
労
働
慣
行
』
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
議

論
す
る
際
、
利
益
・
企
業
重
視
の

働
き
方
の
見
直
し
が
重
視
さ
れ
が

ち
で
す
が
、
男
性
中
心
の
働
き
方

を
見
直
す
こ
と
は
、
女
性
の
離
職

防
止
や
復
職
の
促
進
に
な
り
、
労

働
力
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、『
男
性
＝
扶
養
者
＝
正

規
職
』『
女
性
＝
被
扶
養
者
＝
非
正

規
職
』
と
い
う
ス
タ
ン
ス
の
見
直

し
や
、
正
規
・
非
正
規
の
格
差
解

消
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
長
時
間
労
働
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
よ
っ
て
、
心
身
と
も
に
衰
弱
し
、

離
職
や
病
に
つ
な
が
っ
て
い
る
労

働
環
境
が
、
女
性
に
限
ら
ず
す
べ

て
の
人
が
働
き
や
す
い
環
境
に
変

わ
る
こ
と
は
、
男
性
に
と
っ
て
も
望

む
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
の
単
語
の
意
味

は
『
ま
と
も
な
、
見
苦
し
く
な
い
、

き
ち
ん
と
し
た
』
で
す
。
あ
な
た

は
自
分
の
体
や
家
庭
を
犠
牲
に
し

て
、
ま
と
も
と
は
言
え
な
い
働
き

方
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
人
間
ら

し
い
働
き
方
を
求
め
て
、
一
度
立

ち
止
ま
り
考
え
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

特
別
賞
受
賞
者
（
90
歳
以
上
）

氏
　
名

年
齢

町 

名

岩
﨑
　
百
合
枝

96

二
　
里

山
口
ツ
タ
子

93

大
　
川

杉
本
　
禎
藏

93

大
　
川

古
賀
　
光
雄

93

南
波
多

小
松
　
正
喜

91

南
波
多

池
田
エ
イ
子

91

二
　
里

吉
原
　
年
雄

90

大
　
川

力
重
　
久
江

90

大
　
坪

（
年
齢
は
９
月
12
日
現
在
、
敬
称
略
）

郷

土

の

文

化

財

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
伊
万
里
城
跡

め
て
、
伊
万
里
地
方
よ
り
西
の

抑
え
と
し
て
い
た
こ
と
が
文
書

（
多
久
家
文
書
ほ
か
）
か
ら
伺
え

ま
す
。

　
城
郭
遺
構
の
名
残
を
見
る
こ

と
は
難
し
い
伊
万
里
城
跡
で
す

が
、
丘
陵
南
端
の
道
路
上
（
図

中
○
）
か
ら
は
伊
万
里
湾
を
望

む
こ
と
が
で
き
、
木
須
町
の
金

比
羅
城
跡
（
木
須
町
戸
渡
島
）

も
視
界
に
収
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
伊
万
里
城
跡
は
伊
万
里
町
城

山
に
か
つ
て
あ
っ
た
山
城
跡
で
、

現
在
は
城
山
公
園
と
な
っ
て
い

ま
す
。
伊
万
里
湾
か
ら
近
か
っ

た
た
め
か
、
浜
城
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
33
年
に
公
園
造
成
工
事

が
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
城
郭
遺

構
は
完
全
に
失
わ
れ
、
公
園
を

訪
れ
て
も
か
つ
て
の
城
と
し
て

の
名
残
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

文
献
上
に
散
見
さ
れ
る
城
で
あ

り
、
伊
万
里
地
区
の
中
で
も
重
要

な
城
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
明
確
に
『
伊
万
里
城
』
の

名
が
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、

１
４
９
０
年
（
延
徳
２
年
）
に

少
弐
政
資
が
実
相
院
に
宛
て
た

書
状
（
河
上
都
文
書
写
）
に
お
い

て
で
す
。
そ
の
後
は
、
１
５
７
６

年
（
天
正
４
年
）
か
ら
翌
年
に

か
け
て
、
龍
造
寺
隆
信
の
配
下

で
あ
る
鍋
島
信
房
が
伊
万
里
城

を
攻
略
し
た
あ
と
、
城
を
修
築

し
、
龍
造
寺
長
信
が
城
番
を
務

↑伊万里城跡から伊万里湾を望める場所

　
伊
万
里
の
城
館
跡
シ
リ
ー
ズ
⑭
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教 育 と 文 化

● 問合先　学校教育課学校教育係 (　 ☎㉓３１８５)

【下表：市の記号説明】
 ▷全国平均との比較（左側：黄色 　　）　○：上回っている 　ー：同程度 　△：下回っている
 ▷県平均との比較　（右側：青色　　 ）　○：上回っている 　ー：同程度 　△：下回っている　※同程度とは 0.4% 以内の開き

令和元年度４月実施 全国学力・学習状況調査結果

１ 学力調査（正答率）　　

※本調査は、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面を示すものです。

  小学校（第６学年）

国　語 算　数

市
全国 県 全国 県

○ ○ △ ー

  中学校（第３学年）

　市は、すべての教科区分で、全国・県平均を下回りま
した。国語は『話すこと聞くこと』『書くこと』『読むこと』

『伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項』に、数学
は『数と式』『図形』『関数』『図形』『資料の活用』に課
題が見られました。英語では『読むこと』『書くこと』に
課題が見られました。

　市は、国語については全国・県平均を超え、算数につ
いては全国を若干下回りました。国語は『話すこと聞く
こと』『書くこと』『読むこと』『伝統的な言語文化と国語
の特質に関する事項』の領域で、算数は『図形』の領域
で全国・県平均を上回りました。他の領域では、全国・
県とほぼ同等の結果が出ています。

２ 質問紙（生活・意識）調査　　

■全国・県との比較で良好だった項目
▷人の役に立つ人間になりたいと思っている
▷学校のきまりを守っている
▷就寝、起床時間が決まっており、毎日朝食をとっている
■全国・県との比較で課題があった項目
▷自分にはよいところがあると思っていない
▷積極的に地域や社会のために何をすべきか考えていない
▷自分で計画を立てて学習できていない
▷家庭学習時間（塾を含む）が少ない

【生徒の家庭（塾を含む）での勉強時間別割合】

■全国・県との比較で良好だった項目
▷人の役に立つ人間になりたいと思っている
▷学校のきまりを守っている
▷就寝、起床時間が決まっており、毎日朝食をとっている
■全国・県との比較で課題があった項目
▷将来の夢や目標を持つことができていない
▷積極的に地域や社会のために何をすべきか考えていない
▷積極的な読書の時間が少ない
▷家庭学習時間（塾を含む）が少ない

【児童の家庭（塾を含む）での勉強時間別割合】

■わかる授業の展開（学校）
　学習内容を分かりやすくするための方法を探り、基礎・

基本の徹底とそれらを活用できる力を高める授業を実
践する。

■家庭学習の習慣化（家庭・学校）
　家庭と学校が共通理解を図り、授業と結びつけた効果

的な家庭学習を推進する。

  小学校（第６学年）   中学校（第３学年）

　市の調査結果の概要を紹介します。なお、調査結果については、市内の各小・中学校で分析し、課題を明
らかにして具体的な対応を考え、授業改善や家庭学習をはじめとする基本的な生活習慣の定着につなげます。

■学年・教科など
▷小学校（第６学年）：国語、算数、質問紙（生活・意識）
▷中学校（第３学年）：国語、数学、英語、質問紙（生活・意識）
■設問内容（今年度から A と B を併せた問題に変更）
▷Ａ（知識）：身に付けておかなければ、あとの学年で影響を及ぼす内容、 実生活において不可欠である知識・技能など
▷Ｂ（活用）：知識・技能などを実生活で活用する力、 課題解決のための構想を立てて実践し、評価・改善する力など

調査内容

調査結果

３ 今後、市として力を入れていくこと　　

平　日
２時間以上 １〜２時間 １時間未満

全　国 29.3％ 36.7％ 34.0％
県 23.9％ 40.4％ 35.7％
市 20.5％ 40.4％ 39.1％

■自己有用感を高める取り組みの推進（家庭・学校・地域）
　自己有用感を高めるために、家庭や地域との連携を図

り、さまざまな体験活動への参加を促す。

平　日
２時間以上 １〜２時間 １時間未満

全　国 35.7％ 34.3％ 30.0％
県 26.5％ 36.4％ 37.0％
市 17.3％ 31.6％ 51.1％

国　語 数　学 英　語

市
全国 県 全国 県 全国 県

△ △ △ △ △ △
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